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大腸癌とは

　大腸は右下腹部より始まる小腸の次の臓器で、
腹部を時計回りに肛門まで走行する1.5～２mほど
の管腔臓器です。大腸は便中の水分を吸収するこ
とで便を固形にする働きがあり、この働きが悪い
と下痢や軟便といった排便異常が生じます。大腸
癌は大腸の粘膜より発生したポリープが癌化した
ものと、粘膜から直接発生するものがあり、肛門
より続く直腸とS状結腸に好発します。

初発症状

　発生早期の段階では自覚症状はほとんどありま
せんが、進行し大腸癌が増大するに従って症状が
認められるようになります。症状は発生部位によ
り体の左右でやや違いがありますが、血便や下
血、通過障害による下痢や便秘といった便通異
常、腹部膨満、しぶり腹、貧血、体重減少などが
あります。大腸癌がある程度増大しなければほと

がんの統計

　2017年の統計では、生涯でがんに罹患する確率
は、男性62%（２人に１人）、女性47%（２人に１人）
で、がんにより死亡する確率は男性25%（４人に１
人）、女性15%（７人に１人）となっています。大
腸癌に罹患した患者数は、2014年では男性で３位、
女性で２位、男女計では１位となっており、これ
は男性11人に１人が、女性13人に１人が大腸癌に
罹患している計算になります。また2017年のがん
死亡者数の順位では、男性で３位、女性で１位、
男女計では２位で、今後も大腸癌の罹患数と死亡
者数は増加すると予想されており、がん予防や早
期発見のための定期検診が大切です。
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予防的因子と危険因子

　加齢や遺伝などの因子についてはなかなか個人
での予防はむずかしいと思われますが、大腸癌の
中には家族性大腸腺腫症やリンチ症候群などの遺
伝性疾患もあるため、もし血縁者に大腸癌に罹患
した人がいるようなら、定期検診を受けるなど特
に注意が必要です。
　環境因子については運動や高線維食品の摂取な
どが発生予防につながり、肥満や高身長、飲酒、
赤身肉や加工肉の摂取などが危険因子となること
が分かっています。大腸癌を予防するためには禁
煙、適度な運動、線維食品を含むバランスのとれ
た食事摂取、飲酒はほどほどに、といった生活習
慣を心がけるとよいでしょう。

んどの症状は認められませんが、血便や下血は比
較的早期にも認められやすい症状のため、もし認
められた場合には、早めに消化器科や肛門科を受
診することが大切です。

発生要因

　がんの発生には加齢による細胞の老化や、食事・
喫煙習慣などの環境因子、遺伝因子といった様々
な原因が複合的に関連します。
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